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一般会計の収入総額は、98 億 813 万円です。収入は、自主財源と依存財源に分けることができます。
自主財源は、町税や使用料・手数料、財産収入、繰越金、繰入金など、町が独自に収入した財源で、令和２年度は 24 億 4,394
万円。そのうち町税は 18 億 8,744 万円で、収入全体の 19.2％を占めています。
依存財源は、地方交付税や国・県からの支出金、町債などで今年度は収入全体の 75.1％を占めています。このうち収
入全体の25.7％を占める地方交付税（全国各市町村の財政力のバランスを取るために国から配分されるお金）は25億2,469
万円、国からの支出金は 27 億 5,143 万円、県からの支出金は５億 3,048 万円、町債（道路や公園、学校など町が行う建
設事業などの資金を調達するために国などから借り入れるお金）は 10 億 6,944 万円となっており、依存財源による収入
は 73 億 6,419 万円となっています。

令和２年度の鞍手町の決算における地方債（借金）の残高は次のとおりです。
○地方債残高

住民サービスの向上と新たなニーズに迅速かつ的確に対応できるよう、
財源の確保に努め財政の健全化を図っています。

収入
INCOME

98億813万円

令和２年度の町の決算です。
町が行っている事業は、
皆さんが納めた税金や、
国・県からの支出金などでまかなわれています。
決算は、このお金が皆さんの暮らしやまちづくりの中で、
どのようにいかされてきたかをまとめたものです。
では、町の家計簿のあらましを見てみましょう。
※数字は四捨五入しているため、必ずしも合計と一致す
　るとは限りません。

一般会計

令和２年度

町の家計簿

・使用料・手数料
…１億3,704万円（1.4％）

・そのほか（地方譲与税・地方消費税
　交付金等）…４億8,815万円（5.0％）

町税
18億8,744万円
（19.2％）

・そのほか（財産収入・分担金及び負担金・繰越金
　・繰入金・諸収入等）…４億1,945万円（4.3％）

町債
10 億6,944万円
（10.9％）

地方交付税
25億2,469万円
（25.7％）

国庫支出金
27億5,143万円
（28.1％）

依存財源…73億6,419万円（75.1％）自主財源…24億4,394万円（24.9％）

算

地方債の残高

会計の名称 令和元年度末残高
①

令和２年度借入額
②

令和２年度償還額
③

令和２年度末残高
①＋②－③

一般会計 78億3,255万円 10億6,944万円 ９億1,739万円 79億8,460万円

鞍手町流域関連公共下水道事業特別会計 37億1,760万円 ２億2,700万円 1億6,815万円 37億7,646万円

地方独立行政法人くらて病院貸付金等特別会計 10億4,552万円 23億9,420万円 1億2,835億円 33億1,137万円

鞍手町水道事業会計 ８億9,082万円 0円 5,824万円 ８億3,258万円

・県支出金…５億3,048万円（5.4％）
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地方公共団体の財政の健全化に関する法律に基づき、毎年度、市町村の財政状況に関する指標を報告することが義務付け
られています。令和２年度の鞍手町の財政状況に関する指標は次のとおりで、健全化基準を超えている会計はありません。

○財政健全化判断比率 単位：％

※（―）表示は黒字 ※（―）表示は資金不足なし

単位：％○公営企業の資金不足比率

決まちづくりの基本となる第５次総合計画（後期）に基づき、
限りある財源の効率的な運用に努めました。

97億2,721万円 支出
EXPENDITURE

一般会計

公債費
9億4,769万円
（9.7％）

民生費
29億1,665万円
（30.0％）

総務費
27億105万円
（27.8％）

教育費
９億7,512万円
（10.0％）

・消防費…３億2,263万円（3.3％）

・そのほか（議会費・労働費・災害復旧費）…9,395万円（1.0％）

・農林水産業費…1億6,525万円（1.7％）

・商工費…１億5,733万円（1.6％）

財政健全化判断比率と資金不足比率

令和２年度はどんな事業にお金を使ったのでしょうか。一般会計の支出総額は、97億 2,721万円で
す。町民１人当たり61万 7,797円が使われたことになります（令和２年４月30日現在人口15,745人）。
支出は、使われるお金の目的によって総務費や民生費、土木費などに分けられています。この
うち最も大きな割合を占めているのが民生費で、障害者の自立支援費に５億 6,851 万円、介護保険
広域連合への負担金として３億 423万円、重度心身障害者や子ども、ひとり親家庭などの医療費
補助に１億 241万円、公立保育所大規模改修事業費に２億 9,515 万円使いました。また、総務費で
は、特別定額給付金の給付に15億 8,473 万円、教育費では、小中学校の情報機器購入やネットワー
ク整備事業に１億5,540 万円使いました。

実質赤字比率…一般会計等の赤字から財政運営の深刻度をみる比率／連結実質赤字比率…町のすべての会計の赤字から財政運営の深刻度をみる比率／実質公
債費比率…借金の返済額等の大きさから資金繰りの危険度をみる比率／将来負担比率…町が抱える負債の残高から将来の財政への危険度をみる比率／資金不
足比率…資金の不足割合から経営状況の深刻度をみる比率

民生費
●障害者の自立支援に（５億6,851万円）
●介護保険広域連合負担金に（３億423万円）
●重度心身障害者や子ども、ひとり親家庭
などの医療費補助に（１億241万円）

●児童手当に（２億2,038万円）
●老人保護措置の委託に（1,325万円）
●社会福祉協議会への補助金に（4,530万円）
●地域包括支援センター事業費に（3,346万円）
●公立保育所大規模改修事業費に（２億9,515万円）

総務費
●特別定額給付金の給付に（15億8,473万円）
●庁舎等建設費に（１億1,244万円）
●ふるさと納税の推進に（8,074万円）
●コミュニティバス等・路線バスの運行維
持に（3,695万円）

●定住促進奨励金に（2,640万円）

衛生費
●ごみやし尿の処理に（３億 6,074 万円）
●くらて病院の負担金に（２億7,166万円）
●予防接種の業務委託に（4,016万円）　
●母子保健対策に（2,365万円）
●上水道事業費（基本料金減免など）に（5,291万円）

教育費
●小中学校の情報機器購入やネットワーク整
備事業に（１億5,540万円）

●公民館大規模改修事業費に（２億4,986万円）
●幼稚園利用給付事業に（3,114万円）
●学校給食減免措置費に（1,521万円）

土木費
●下水道事業の補助に（２億7,452万円）
●道路や橋の新設や整備に（１億1,873万円）
●河川の整備に（385万円）
●町営住宅の維持管理に（3,621万円）

消防費
●直鞍広域消防の負担金に（２億6,999万円）
●防災行政用無線の工事費などに（2,380万円）

商工費
●中小企業等への支援金の給付に（9,842万円）
●プレミアム付地域振興券発行に係る補助
に（3,427万円）

農林水産業費
●多面的機能支払事業に（3,553万円）
●水田農業担い手機械導入支援事業に（1,021万円）
●計画転作互助方式推進事業費に（714万円）
●水路やため池の整備に（3,394万円）

項目別支出内訳

区分 実質赤字
比率

連結実質
赤字比率

実質公債費
比率

将来負担
比率

鞍手町の比率 ― ― 8.8 なし
早期健全化基準 15.00 20.00 25.0 350.0
財政再生基準 20.00 30.00 35.0 基準なし

特別会計の名称 資金不足
比率

経営健全化
基準

鞍手町水道事業会計 ― 20.00

鞍手町流域関連公共下水道事
業特別会計 ― 20.00

・土木費…５億5,381万円（5.7％）

衛生費
８億9,374万円
（9.2％）



2021.11−4

一
般
会
計
の
ほ
か
に
町
に
は
、
特
別
会
計
と
企
業
会
計
が
あ
り
、

ど
の
会
計
も
私
た
ち
の
暮
ら
し
を
支
え
る
た
め
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

3億2,741万円企業会計

水道事業会計
▷収入…3億4,286 万円　▶支出…3億2,741 万円

国民健康保険事業特別会計
▷収入…18 億6,831 万円　▶支出…17 億7,373 万円

自営業の人や退職者などの医療費を給付する会計です。主な収入は、保険税と県支出金。主な支出は、
医療費や県に納める事業費納付金などです。
●対象者　2,406 世帯　3,759人　●１人当たりの医療費　402,081 円

住宅新築資金等特別会計
▷収入…73 万円　▶支出…71 万円

旧同和地区の住宅環境を改善するための会計です。収入は、貸付金の回収金。支出は、一般会計への繰
出金です。

谷山池パイプライン水利施設維持管理運営費特別会計
▷収入…810 万円　▶支出…810 万円

農業用水を確保するために室木の谷山池から倉坂地区まで約 13kmにわたって設置されているパイプラ
インを維持管理するための会計です。収入は、財産運用収入や運営基金からの繰入金などです（令和２年
度は、利息等119万円を積み立てています）。

後期高齢者医療特別会計
▷収入…2億7,008 万円　▶支出…2億6,875 万円

平成 20年度から始まった 75歳以上の人が加入する後期高齢者医療制度を運営するために設けられた
会計です。県内のすべての市町村が加入する福岡県後期高齢者医療広域連合が運営主体となり、町と協力
して制度運営に当たっています。令和２年度の対象者は、2,826 人です。

地方独立行政法人くらて病院貸付金等特別会計
▷収入…25 億3,579 万円　▶支出…25 億3,579 万円

地方独立行政法人くらて病院（旧町立病院）への貸付金などを管理するための特別会計です。収入は、
町が直接借り入れる町債や町債の償還に関してくらて病院から受け取る負担金です。支出は、町が借り入
れた町債をくらて病院に貸し付ける貸付金や町債の元利償還金などです。

流域関連公共下水道事業特別会計
▷収入…８億5,821 万円　▶支出…８億5,821 万円

生活環境の向上と河川の汚濁防止を目的に下水道を整備するための会計です。支出の約 55.1％は、中
山地区などの下水道管の整備に使われました。また、11.8％は、中間市に建設している終末処理場（中間
市、水巻町、遠賀町との共同事業）の建設負担金や維持管理負担金です。

か
町内 11か所に設置されているポンプの維持管理をするための会計です。収入は、財産運用収入や運営

基金からの繰入金などです（令和２年度は、利息等700 万円を積み立てています）。支出は、運転手の手
当やポンプの維持管理費です。

んがい施設維持管理運営費特別会計
▷収入…2,292 万円　▶支出…2,292 万円

水道事業の運営のために設けられた会計です。収入の大部分は、私たちが支払った水道料金です。支出は、
安全な飲み水を作るための費用です。
●給水戸数　6,620世帯　●給水人口　13,770人

※数字は四捨五入しているため、必ずしも合計と一致するとは限りません。

（収入） 3億4,286万円 （支出）

特別会計 54億6,819万円（収入）55億6,412万円（支出）




